
1961年1月16日第3種郵便物認可　1992年12月1日　第384号（毎月1回1日発行1部50円）

拶渉渉渉砂影拶拶拶影拶渉拶痛論日影拶渉渉渉渉渉渉拶拶拶影影印渉影渉影拶影拶影影拶拶砂

1992．12

　　　第18回WFB世界仏教徒会議台湾大会開会式
　　　　　　（10月28日間台北市郊外「中山楼」）

磯駅全日本仏教会JAPAN　BUDDHIST　FEDERATI・N



5

r

｛

F
h
　
」

魅

’

、
　
　
　
　
且

、
一
　
、

・
　
辱
F

弾

▽
ζ
㍉
暫
・
ダ
隔
＝
就
肉

仏全

騨
口

1992年12月1日

…ひ
o監ﾊ
士
鱈
記
μ
□
」
鎚
駕
外
ゾ
蝿
騰
コ
Q
r

芦
ダ
【
・
£
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
隔
ト
ロ
占

　
　
　
　
　
　
　
　
　
U
d
Q

芦
戸
↓
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
ト
e
臓
h
一

一ρ

欠
q
だ
”
い
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮎
臼
μ
n
｝
凸
レ
駄
取
U
訊

一
、
咽
一
｝
Q
顔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
T
・
・
」
「

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ロ
む
ゑ

ぬ
叩
猟
覇
臼
　
　
　
　
了
声
三
楽
擢

ニな

香@

¥
の
つ
　
ロ
　
の
ロ
ヘ
ロ
ロ
ほ
ハ
よ
に
コ
コ
ガ
の
ダ

の
り
　
い
ら
ぬ
を
ロ
い
ヒ
　

　
　
　
　
　
お
ね
し
し
ね
お
い
ロ
の
サ

翫
配
就
昭
2
0
、
h
刃
－
　
　
闘
樹
囎

炭
叫
』
．
．
【
蟹
一
越
滋
加
　
㎎
二
黒
↑

R
【
げ
O
↑
　
　
　
　
　
　
冒
司
「
㌧
」
ご
　
　
一
腰
、
」
U
賦
【

　
け
ロ
の
ゆ
お
ト
　
　
　
じ
ら
　
　
　
　
　
ず
　
す
ご
お

、
欝
虹
塊
鷹
躍
f
下
総
5
隠
譜
淵
顯
m

Q
σ
ド

】
β
9
渚

一
Q
こ
し

の
巳
〆

鳶
ρ
’
、
の
D
’

T
「
　
T
「
」
、
し
’
「
ヨ
ノ
、
コ
’
F
U
巳
ぞ

　
　
　
ノ
コ
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
さ

J
　
　
J
　
　
　
レ
K
「
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
e
　
、
’
㌔
↑
r

　
し
　
　
曾
↓
、
n
　
　
一
　
　
ー
レ
組
戸
、
O
、

　
を
よ
む
　
む
お
　
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
リ
ハ
レ
ハ

函
一
酌
遭
酌
隈
耽
む
h
翼
軌
に
W

』エニ而む罷鍔匠節1湯こめ邑む巳

コP〔了tじセ膨〔コ亡」∫い錆r孟nρ
　　　　M　　q三Q鵬〔」こ呈⊃LLu

糠li騒
こ〔〕こ〔メニLl、’尉；論、「R；；〕』；〔⊃

ご堕隻馳二τ．〔員ゾ了1了警：ゴビ〔ゴ
U
し
＠
し
〔
覧
「
〔
地
ト

セ
∩
」
励
臼
鴨
鳴
∩
「

．
、
一
　
　
巳
＠
巳
q
猷

　
　
　
め
ロ

　
「
　
ぐ
　
一
　
」
一
へ
均
躍

肩
‘
U
口
、
噛
彗
」
噛
臼

　
　
と
▼
t
L

一
　
　
　
　
ミ
ゴ
㍗
望
「

　
り
　
　
　
　
　
　
　
じ
え
も

　
　
》
　
下
工

・
　
～
1
、
、
β
＠

　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ゴ
　
モ

　
　
、
’
と
7
、
工
r

．
｛
、
O
自
O
”
◎

、
割
　
　
　
　
．
一
　
　
　
　
　
－

　
　
　
凹

螂W
“中

賦

（

W

轟z
湊

　
夢

　
戯
篠

へ

へ

、

、

、≧
　
非　
N

甘

齢

畠

、

三

下　
華

置く♂献

k
　
　
丼

洩

影
〉

悔
、

召

！
ぜ

畷
興宏

聾
5

躍

当

講

騒ぎ耀f　　諺麟
　　　　沸舳・驚〉　甲

撃愚遷

へ甘 w艦

　　黙認議魏熱闘1騒騒麟　　／

　　・盤灘蟻農薮1〆轟鎧麟i熱．響、1
　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ
　　　　が　　が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か

　　　　　　　　　各国の仏教徒で満堂となった「中山楼」

参
加
者
七
百
名

　
第
十
入
回
W
F
B
世
界
仏
教
徒
会
議
台
湾
大
会

は
、
去
る
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
三
日
ま
で
、

台
湾
（
中
華
民
国
）
の
台
北
市
及
び
、
高
雄
市
郊
外

の
佛
光
山
で
開
催
さ
れ
た
。

　
今
回
の
大
会
に
は
、
世
界
各
地
域
よ
り
約
七
百
人

の
仏
教
指
導
者
が
参
集
、
日
本
か
ら
も
百
二
十
人
の

代
表
団
が
訪
麗
し
、
各
国
の
関
係
者
と
貴
重
な
交
流

の
時
を
持
っ
た
。

　
ま
ず
十
月
二
十
七
日
は
、
台
北
市
内
の
ミ
ラ
マ
ー

ホ
テ
ル
で
、
執
行
委
員
会
及
び
代
表
者
会
議
が
行
わ

れ
た
。
翌
二
十
入
日
に
は
、
台
湾
の
迎
賓
館
に
当
た

る
「
中
山
楼
」
を
会
場
に
、
に
ぎ
に
ぎ
し
く
開
会
式

が
催
さ
れ
た
。

　
午
前
九
時
半
、
世
界
中
か
ら
集
ま
っ
た
仏
教
徒
で

満
員
と
な
っ
た
大
講
堂
の
中
を
、
プ
ラ
カ
ー
ド
を
先

頭
に
、
各
セ
ン
タ
ー
の
代
表
が
次
々
と
入
場
、
破
れ

ん
ば
か
り
の
拍
手
に
迎
え
ら
れ
て
ス
テ
ー
ジ
へ
上
が

っ
た
。
式
典
は
台
湾
の
仏
教
界
を
代
表
し
て
、
佛
光

山
の
星
雲
法
師
が
記
念
講
演
を
行
い
、
各
地
域
の
代

表
か
ら
、
次
々
と
祝
辞
が
披
露
さ
れ
た
。

　
十
一
時
半
、
式
典
は
終
了
し
、
参
加
者
は
歓
迎
昼

食
会
へ
席
を
移
し
た
。
昼
食
は
、
豪
華
な
中
華
精
進

料
理
が
、
出
席
者
全
員
に
振
舞
わ
れ
た
。

　
十
月
二
十
九
日
、
会
場
を
高
雄
市
郊
外
の
佛
光
山
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へ
移
し
て
、
第
一
回
全
体
会
議
が
、
翌
三
十
日
に
は
、

各
常
設
委
員
会
が
開
か
れ
た
。

　
会
議
は
三
十
一
日
の
第
二
回
全
体
会
議
で
終
了
、

こ
の
席
で
新
役
員
が
選
出
さ
れ
、
次
回
の
第
十
九
回

W
F
B
大
会
は
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ
る

日本代表団結団式で挨拶する石上理事長

こ
と
が
決
定
し
た
。

　
十
一
月
一
日
、
高
雄
市
内
の
主
要
寺
院
参
拝
が
行

わ
れ
、
二
日
午
前
の
閉
会
式
で
、
第
十
車
回
W
F
B

大
会
は
、
全
て
の
日
程
を
終
了
し
た
。

　
閉
会
式
の
後
、
日
本
代
表
団
は
、
佛
光
山
の
星
雲

法
師
を
表
敬
訪
問
し
、
懇
談
し
た
。
こ
の
席
で
、
法

　
師
よ
り
、
今
後
、
日
本
の
仏
教
界
と

　
よ
り
活
発
な
交
流
を
推
進
し
た
い
と

　
い
う
、
見
解
が
表
明
さ
れ
た
。

　
　
こ
の
大
会
に
出
席
さ
れ
た
国
際
委

　
員
会
懇
懇
長
の
松
濤
弘
道
師
は
、
次

　
の
よ
う
な
感
想
を
寄
せ
ら
れ
て
い

議
る
．

会
　
　
「
今
回
の
大
会
に
全
日
本
仏
教
会

賭
の
代
表
の
頁
と
し
て
参
加
さ
せ
て

代
頂
き
、
主
催
者
お
よ
び
関
係
各
位
の

糠
ご
尽
力
に
対
し
藻
患
謝
申
し
上
＋

騒
げ
る
と
共
に
、
こ
れ
を
機
会
に
今
後

で
の
仏
教
活
動
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
に
お

勲
い
二
層
活
発
化
す
る
こ
と
を
こ
こ

ホ
う
か
ら
祈
念
い
た
し
た
い
。

㍗
な
お
、
大
会
に
出
席
す
る
折
角
の

ラ
好
機
を
与
え
ら
れ
た
の
で
、
今
後
こ

ミ
の
よ
う
な
集
い
を
も
し
わ
が
国
で
開

　
催
す
る
場
合
を
想
定
し
、
ご
参
考
ま

　
で
に
小
生
の
抱
い
た
反
省
点
の
い
く

　
つ
か
を
指
摘
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
　
①
参
加
者
の
大
会
に
寄
せ
る
期
待

　
や
動
機
が
異
な
り
、
短
期
間
の
開
催

　
で
は
そ
の
内
容
も
総
花
的
か
つ
皮
相

亀’　シ
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的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
開
、
閉

会
式
は
別
と
し
て
、
会
議
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
交
歓
の

場
な
ど
を
参
加
者
に
選
択
さ
せ
て
同
時
開
催
す
る
の

も
一
法
で
あ
ろ
う
。

　
②
大
会
開
催
場
所
と
宿
泊
を
同
一
場
所
に
し
、
な

佛
光
山
で
歓
迎
を
受
け
る
各
国
代
表
団

る
べ
く
参
加
者
の
移
動
を
避
け
、
時
間
や
労
力
の
節

約
を
す
る
。
会
議
に
は
同
時
通
訳
が
望
ま
し
い
。

　
③
一
部
の
発
言
者
に
よ
っ
て
会
則
の
変
更
や
役
員

の
選
出
等
に
時
間
を
と
ら
れ
、
議
事
の
進
行
が
停
滞

し
、
他
の
大
多
数
の
大
会
出
席
者
を
飽
き
さ
せ
が
ち

麟

ガ㍉ジ

財
政
委
員
会
で
議
長
を
努
め
る
松
濤
弘
道
師
（
中
央
）

な
の
で
、
そ
う
し
た
審
議
は
事
前
に
根
回
し
し
て
、

全
体
会
議
で
は
そ
の
結
果
を
承
認
す
る
だ
け
の
も
の

と
す
る
。

　
④
大
会
で
い
く
ら
提
案
事
項
を
討
議
し
決
議
し
た

と
こ
ろ
で
、
そ
の
実
現
に
は
人
的
、
経
済
的
な
負
担

会
場
前
の
日
本
代
表
団

一4一
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サ
ヨ
ナ
ラ
パ
ー
テ
ィ
で
挨
拶
す
る
中
村
啓
識
副
会
長

を
伴
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
部
や
他
に
期
待
す
る

代
わ
り
に
参
加
団
体
各
自
が
具
体
案
を
持
ち
、
独
自

に
実
行
可
能
な
も
の
を
採
択
す
る
。

　
⑤
し
た
が
っ
て
、
わ
が
国
で
は
率
先
し
て
日
本
仏

教
に
関
す
る
日
英
両
文
の
「
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作

佛
光
山
檀
信
徒
会
館
で
行
わ
れ
た
閉
会
式

騒
穣
叢
論

成
し
た
ら
如
何
か
。
そ
の
概
要
は
、
日
本
仏
教
小
史
、

仏
教
教
団
の
現
況
、
出
版
物
、
伝
道
用
具
紹
介
、
主

要
仏
教
寺
院
、
修
行
道
場
、
教
育
機
関
の
紹
介
な
ど
。

　
⑥
会
場
に
て
仏
教
資
料
展
な
ど
の
開
催
や
仏
書
、

仏
具
、
仏
像
な
ど
仏
教
活
動
へ
の
必
需
品
を
展
示
、

プ
・
’
蟹
・
　
『
雫
蜥
．
可
｝
7
」
．
一
、
’
・
、
憂
丁
へ
翼

　
一
　
ゴ

’
歩
持
蓉
一
～
・
陰
山

星
雲
法
師
と
懇
談
す
る
一
本
事
務
総
長

　　

@
、
鰯
観
潮
蟻

鍵

灘

即
売
す
る
。

　
⑦
そ
の
他
、
大
会
を
実
の
あ
る
有
意
義
な
も
の
と

す
る
た
め
の
事
業
を
促
進
し
、
そ
の
存
在
価
値
を
内

外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
。
」
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村儀…

門斧占
職三川、

轡

　
去
る
十
月
九
日
午
後
一
時
か
ら
、
西
本
願
寺
宗
務

所
会
議
室
で
、
文
化
庁
宗
務
課
勉
強
会
が
開
か
れ
た
。

今
回
は
、
『
葬
儀
の
社
会
史
－
都
市
化
・
近
代
化
と
葬

祭
慣
習
の
変
遷
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
宗
務
課
専
門

職
員
の
村
上
興
匡
師
が
発
表
を
行
っ
た
。

　
東
京
に
お
け
る
葬
儀
の
変
化
を
、
明
治
初
期
か
ら

具
体
的
に
検
証
さ
れ
た
村
上
師
は
、
天
台
宗
僧
侶
で

も
あ
り
、
発
表
内
容
は
大
変
に
示
唆
に
富
む
も
の
だ

っ
た
っ
そ
こ
で
発
表
の
最
後
の
部
分
「
葬
儀
批
判
と

今
日
の
葬
儀
シ
ス
テ
ム
の
問
題
点
」
の
要
旨
を
ご
紹

介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
（
文
責
・
社
会
部
）

　
　
　
　
※
　
　
　
　
※
　
　
　
　
※

　
全
体
的
な
流
れ
と
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
東
京
に

お
け
る
葬
儀
が
、
非
常
に
個
人
化
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
傾
向
は
、
社
会
一
般
に
広
ま
っ

て
い
る
。
そ
れ
が
、
過
去
の
共
同
体
的
な
葬
儀
、
つ

ま
り
祖
先
祭
祀
を
中
心
と
し
た
よ
う
な
葬
儀
を
前
提

に
し
て
い
く
と
、
か
な
り
矛
盾
を
引
き
起
こ
し
て
し

ま
う
。
そ
う
い
う
矛
盾
に
対
し
て
、
今
日
の
「
葬
儀

批
判
」
は
集
中
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
現
在
の
仏
教
に
対
す
る
批
判
は
、
い
わ
ゆ
る
葬
式

仏
教
イ
コ
ー
ル
仏
教
堕
落
論
と
い
う
形
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
中
で
い
わ
れ
る
の
は
、
葬
儀
費
用
つ
ま
り

布
施
が
、
非
常
な
イ
ン
フ
レ
状
況
に
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
。
そ
れ
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
の
は
、
死
者
の

顕
彰
と
遺
族
の
見
栄
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　
共
同
体
の
中
で
は
、
あ
る
程
度
、
地
位
に
見
合
っ

た
出
費
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、

出
費
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
的
地
位
を
獲
得

す
る
と
い
う
側
面
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
遺
族
の

見
栄
が
、
無
駄
な
費
用
を
葬
儀
に
か
け
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
葬
儀
費
用
の
イ
ン
フ
レ

に
対
す
る
批
判
は
、
新
し
い
も
の
で
は
な
く
、
明
治

三
〇
年
代
か
ら
、
既
に
お
こ
っ
て
い
る
。

　
次
に
寺
檀
関
係
の
顧
客
化
、
つ
ま
り
葬
儀
の
み
に

よ
っ
て
の
寺
と
の
つ
き
合
い
と
い
う
現
象
が
あ
る
。

こ
れ
は
檀
家
の
地
域
的
ま
と
ま
り
の
減
少
に
原
因
し

て
い
る
。
檀
家
の
会
員
化
と
い
う
こ
と
だ
。

　
東
京
の
ほ
と
ん
ど
の
寺
院
で
は
、
寺
の
回
り
に
檀

家
が
集
中
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
私
が
調

査
し
た
寺
で
も
、
全
割
の
檀
家
は
寺
と
同
じ
区
以
外

に
あ
っ
た
。
残
り
の
二
割
も
、
代
々
そ
の
寺
の
檀
家

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
た
ま
た
ま
近
く
に
あ
る
か

ち
と
い
う
理
由
で
、
新
し
く
入
塾
し
た
家
が
ほ
と
ん

ど
だ
そ
う
だ
。

　
地
方
で
は
ま
だ
地
域
的
ま
と
ま
り
が
あ
り
、
総
代

が
口
も
出
す
が
、
寺
の
運
営
に
関
し
て
も
責
任
を
持

っ
て
く
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
正
常
な
寺
檀
関
係
が

機
能
し
て
い
る
と
い
う
か
、
建
前
通
り
に
な
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
東
京
の
檀
家
は
、

お
金
は
出
す
か
も
し
れ
な
い
が
、
出
来
れ
ば
寺
と
の

関
わ
り
は
持
ち
た
く
な
い
と
い
う
人
が
多
く
、
ど
う

し
て
も
、
寺
は
住
職
家
に
よ
る
運
営
が
中
心
と
な
っ

て
く
る
。

　
寺
は
か
な
り
収
入
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
運
営
を
住
職
家
が
専
有
し
て
い
る
た
め
「
金
満
坊

主
」
な
ど
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
し
た
中

で
、
お
布
施
と
い
う
も
の
は
、
単
に
葬
儀
と
い
う
宗
　
　
卜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

教
的
サ
：
ビ
ス
を
受
け
た
対
価
と
し
て
考
え
ら
れ
て

き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
都
市
部
で
は
、
葬
儀
が

サ
ー
ビ
ス
業
化
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
寺
院
が
葬
儀

屋
に
使
わ
れ
る
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

　
葬
儀
は
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
り
、
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
お

い
て
、
顧
客
の
情
報
を
掴
ん
で
い
る
葬
祭
業
者
が
、

そ
れ
を
掴
ん
で
い
な
い
弱
小
企
業
と
し
て
の
寺
院
を

傘
下
に
収
め
る
と
い
う
現
象
が
確
か
に
あ
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
反
省
す
る
と
、
今
日
の
葬
儀
に

は
い
く
つ
か
問
題
が
あ
る
。
第
一
に
、
こ
れ
ま
で
の

葬
儀
シ
ス
テ
ム
は
、
家
お
よ
び
地
域
共
同
体
を
前
提

と
し
て
出
来
上
が
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
現
在
、
家

も
地
域
共
同
体
も
衰
退
し
、
祖
先
祭
祀
は
形
骸
化
し
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て
い
る
。

　
昔
で
あ
れ
ば
、
生
産
財
と
し
て
の
家
は
、
代
々
継

承
さ
れ
て
い
っ
た
わ
け
だ
が
、
都
市
に
お
け
る
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
場
合
は
、
相
続
税
の
関
係
な
ど
も
あ
っ

て
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
資
産
を
子
孫
に
残
せ
な
い
。

そ
の
た
め
、
現
在
の
社
会
に
お
い
て
家
は
、
特
に
都

市
で
は
形
骸
化
し
て
い
く
。

　
と
こ
ろ
が
葬
儀
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
、

家
1
1
祖
先
祭
祀
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ

る
。
そ
れ
は
死
の
個
人
化
と
い
う
こ
と
に
関
係
し
て

い
く
。

　
次
に
、
日
常
生
活
の
中
で
、
死
を
見
つ
め
な
い
社

会
が
近
代
社
会
で
あ
っ
た
。
死
は
病
院
と
葬
儀
屋
ま

か
せ
に
な
っ
て
い
た
。
ま
か
せ
て
も
、
自
然
に
葬
儀

が
行
わ
れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
、
近
代
社
会
は
創

り
上
げ
て
き
た
の
だ
。
そ
こ
で
行
わ
れ
る
葬
儀
は
、

シ
ス
テ
ム
マ
チ
ッ
ク
で
あ
る
反
面
、
い
わ
ゆ
る
マ
ス

プ
ロ
、
個
性
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の

中
で
、
自
分
の
葬
儀
、
自
己
の
死
を
、
自
分
の
手
元

に
引
き
寄
せ
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が
、
現
在
起
き

て
い
る
。

　
こ
れ
は
高
齢
化
社
会
の
到
来
が
原
因
で
あ
る
。
昔

は
、
死
は
家
の
問
題
、
家
の
後
継
ぎ
を
考
え
る
問
題

で
あ
っ
て
、
本
人
が
考
え
る
問
題
で
は
な
か
っ
た
。

家
と
い
う
も
の
が
危
う
く
な
っ
て
、
初
め
て
個
人
が

自
分
の
死
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
単
に
自
分
の
死
に
お
金
を
か
け
る
の
で
は
な
く
、

別
の
形
で
他
と
差
異
化
を
は
か
っ
て
い
く
と
い
う
こ

と
が
、
現
在
、
葬
祭
業
に
お
け
る
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ

デ
ィ
ア
に
み
ら
れ
る
。
レ
！
ザ
！
光
線
を
使
っ
た
野

辺
送
り
の
よ
う
に
、
一
つ
の
方
向
は
よ
り
華
美
に
、

逆
に
自
然
葬
、
散
骨
の
よ
う
に
、
自
分
の
死
を
創
っ

て
い
く
と
い
う
傾
向
も
あ
る
。

　
近
代
社
会
は
、
生
産
中
心
で
、
死
に
対
し
て
比
較

的
無
関
心
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
無
関
心
で
い
ら
れ

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
創
っ
て
き
た
と
も
い
え
る

が
、
そ
れ
に
対
す
る
反
省
と
し
て
、
現
在
の
様
々
な

ト
レ
ン
ド
が
あ
る
。

　
以
上
は
、
葬
儀
を
行
う
側
の
問
題
だ
が
、
も
ち
ろ

ん
寺
院
制
度
に
も
問
題
が
あ
る
。
『
曹
洞
宗
宗
勢
調
査

報
告
書
』
な
ど
に
よ
れ
ば
、
都
市
と
地
方
と
の
寺
院

に
お
け
る
経
済
格
差
は
、
非
常
に
大
き
い
。
し
か
し

ご
く
一
部
の
収
入
が
多
い
都
市
部
の
寺
院
の
イ
メ
ー

ジ
が
、
マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ
て
流
さ
れ
る
た
め
、
全
て

の
お
寺
が
儲
か
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
み
ら
れ
て

し
ま
う
。

　
こ
う
し
た
人
口
の
過
密
と
過
疎
と
い
う
問
題
に
対

し
て
、
仏
教
教
団
は
対
応
し
き
れ
な
い
で
い
る
。
そ

の
中
で
寺
院
の
世
襲
化
が
問
題
と
な
る
。
日
本
の
お

寺
は
、
成
立
の
当
初
か
ら
、
仏
教
と
い
う
名
前
を
掲

げ
な
が
ら
も
、
実
は
祖
先
祭
祀
を
司
ど
っ
て
き
た
と

い
う
伝
統
が
あ
っ
た
。
そ
の
行
き
着
い
た
先
が
、
現

在
の
「
僧
侶
の
世
襲
化
」
と
い
う
こ
と
だ
と
考
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。
過
密
と
過
疎
の
不
均
衡
な
ど

は
、
包
括
宗
教
法
人
（
教
団
）
の
方
で
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
簡
単
に
単
立
化
出
来
る
た
め
、

そ
れ
ほ
ど
強
く
制
約
出
来
な
い
と
い
う
、
む
ず
か
し

い
問
題
が
あ
る
。

　
僧
侶
の
世
襲
化
は
、
寺
院
運
営
の
個
人
化
に
つ
な

が
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
葬
式
を
行
う
側
が
、
「
も
や

い
の
会
」
の
よ
う
な
、
自
分
の
死
を
ど
う
見
て
い
く

か
模
索
し
て
い
ろ
い
ろ
な
共
同
体
を
作
ろ
う
と
い
う

試
み
を
始
め
て
い
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
寺
院
の
側
も
、
対
応
す
る
方
向
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
な
い
と
、

あ
れ
は
宗
教
で
は
な
く
営
利
事
業
だ
と
い
う
批
判

が
、
ま
す
ま
す
強
ま
る
だ
ろ
う
。

一
九
九
三
年
版

申
込
み
受
付
け
中

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
左
記
要
領
に
て
、
「
守
仏

手
帳
」
を
発
行
し
ま
す
。
部
数
に
限
り
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
ご
注
文
は
お
早
め
に
。

内
　
容

サ
イ
ズ
定
価

申
込
先

三
帰
依
文
、
四
弘
誓
願
、
宗
門
聖
日
、

加
盟
団
体
役
員
住
所
録
そ
の
他

9
×
1
4
㎝

七
〇
〇
円
（
送
料
実
費
）

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
－
四

　
　
全
日
本
仏
教
会

　
　
　
　
「
野
仏
手
帳
係
」
係
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仏全1992年12月1日

　
「
同
宗
連
」
（
『
同
和
問
題
』
に
と
り
く
む
宗
教
教
団

連
帯
会
議
）
主
催
に
よ
る
、
第
二
十
二
回
「
同
宗
連
」

研
修
会
が
、
去
る
十
月
七
、
入
の
両
日
、
天
台
真
盛

宗
総
本
山
の
西
教
寺
研
修
道
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ

た
。　
「
同
宗
連
」
加
盟
の
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
神
道
、

新
宗
教
、
教
派
神
道
な
ど
の
諸
団
体
か
ら
、
約
六
十

名
が
参
加
、
熱
心
に
研
修
を
行
っ
た
。

　
七
日
午
後
一
時
半
か
ら
開
会
式
が
行
わ
れ
、
山
北

光
彦
「
同
宗
連
」
事
務
局
長
の
挨
拶
に
つ
づ
い
て
、

二
日
間
の
日
程
に
関
す
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
。

　
午
後
二
時
か
ら
、
研
修
に
入
る
。
今
回
の
研
修
会

は
、
「
模
擬
陪
審
劇
」
を
通
し
て
狭
山
事
件
を
考
え
る

事
が
研
修
内
容
に
な
っ
て
お
り
、
参
加
者
は
ま
ず
最

初
に
狭
山
事
件
の
概
要
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受

け
、
つ
づ
い
て
、
狭
山
裁
判
に
関
す
る
「
造
花
の
判

決
」
、
「
模
擬
陪
審
劇
」
の
二
本
の
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
し

た
。　
「
造
花
の
判
決
」
は
、
狭
山
事
件
裁
判
糾
弾
闘
争
を

題
材
に
し
た
映
画
。
一
人
の
司
法
修
習
生
を
主
人
公

に
、
部
落
差
別
問
題
を
考
え
て
行
く
ド
ラ
マ
で
あ

る
。

一
九
九
二
年
十
二
月
一
日
発
行

占
泉
都
西
教
寺
で

　
　
　
「
模
擬
陪
審
劇
」
は
、
狭
山
裁
判
を
再
現
し
、
そ
の

　
　
矛
盾
点
を
提
起
す
る
。
参
加
者
は
自
ち
陪
審
貝
の
立

　
　
場
に
立
ち
な
が
ら
狭
山
事
件
を
学
習
し
て
い
た
。

　
　
　
そ
の
後
、
夕
食
を
は
さ
み
午
後
六
時
か
ら
五
つ
の

　
　
分
散
会
に
分
か
れ
、
討
議
研
修
を
行
い
、
第
一
日
目

　
　
の
日
程
を
終
了
。

　
　
　
第
二
日
目
は
午
前
九
時
か
ち
分
散
会
を
再
開
し
、

　
　
午
前
十
一
時
か
ら
全
体
会
が
行
わ
れ
た
。
留
分
散
会

　
　
の
参
加
者
か
ら
は
、
今
ま
で
断
片
的
に
知
っ
て
い
た

　
　
狭
山
事
件
に
つ
い
て
、
本
研
修
会
に
参
加
す
る
事
に

　
　
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
全
容
を
知
る
事
が
で
き
た
と
の
声
が

　
　
多
く
あ
っ
た
。

　
　
　
引
き
続
い
て
閉
会
式
が
行
わ
れ
、
二
日
間
に
わ
た

　
　
る
全
日
程
を
終
了
し
た
。
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